
件 名 
社会福祉法人明清会との 

「災害時要配慮者の福祉避難所の受入れに関する協定書」調印式 
問合せ 安全対策課 内線 240 

内   容 

世界有数の災害大国と呼ばれている日本において、各地で地震、風水

害、火山噴火など、大きな災害が相次いで発生しています。本市でも南

海トラフ地震や富士山噴火が懸念される中、災害予防・災害応急対策・

災害復旧復興対策と３つのそれぞれの段階ごとに防災対策を進めてい

て、大規模災害の発生に備え、災害時において関係機関および関係団体

などからの支援を趣旨とした災害協定の整備を進めています。 

今回、社会福祉法人明清会様より災害時に支援が必要な要配慮者を受

入れ、また、精神的不安などの払拭に繋がればと本市へご提案をいただ

きました。 

その内容は、災害時に要配慮者が被災により避難を余儀なくされた場

合に「特養慶和荘シンビオシス」を福祉避難所として開設し、要配慮者

を受入れる協力についての協定を締結することとなりました。 

日時■11 月 24 日（金） 午後２時 

場所■本庁舎２階 市長公室 

事業所名■特別養護老人ホーム 慶和荘シンビオシス 

出席者■社会福祉法人明清会（慶和荘グループ） 

       理事長 立川 篤志 様 

事務局 渡辺 知美 様 

       総合施設長 瀧口 智大 様 

       看護セクションチーフ 渡辺 菜美 様 

       主管担当 小俣 みちる 様 

 


